






























































































































































となり、 a′<O,a >Oの関係を満たしている。したがって、 (ll)で与えられた第1'銀行の第t期に利
潤はn声a(nk)を用いて、





































BtbYiは比例税に伴う税収のうち、 0は今期の公共財のために充てられ、 (1 - 6) tuYiは前期の郵
便貯金の元本と利息に利用される。そしてT写Tp+ nという関係が存在するo
ところで、 (1)の生産関数はL-1よりYt-A,Kt* G」アとなり、 (2)を代入し整理すると、 12 ~股的な
公共財の支出額は





n - (l - rp -tb)α尋ト<x)/aJl/a
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7　この仮定はSalopモデル依拠したChiappori et al. [4]のように銀行間においてオーバーラップしながらの
競争を排除するためである。
8　銀行部門は同質的な銀行より構成されていると考えているので,均衡の貸出金利及び預金金利は同一・と
」i>、
(14)のaの上昇として現れる。
ユ0 -殻的な公共財は生産要素として1期間で全て利用されるので,その時点において勤労期を迎える世代
がその財源を負担すると考える。
ll GiとG2は社会資本と考え,その恩恵は現世代だけでなく,将来世代もその恩恵を受けているので,将来
世代に対しては郵貯の元本と利息のための増税という形を取りながら,世代間の負担の公平を図ってい
る。
12　t時点であることを省略している。
13　t時点であることを省略しているO
14毎期の資本ストックはその1期間で全て償却されていることを仮定している0
15各変数の下の添え字は偏徴係数を表している。
